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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
中
国
の
海
洋
調
査
船
に
よ
る
我
が
国
領
海
へ
の
侵
入
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
時
刻
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
八
日
午
前
八
時
十
分
頃
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
（
以
下
「
巡
視
船
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
御
指
摘
の
調
査
船
の
船
名
、
行
動
の
態
様
等
を
確
認
し
、

は
い
か
い

調
査
船
が
我
が
国
領
海
内
に
お
い
て
国
際
法
上
認
め
ら
れ
な
い
徘
徊
等
を
行
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
た
め
、
巡
視
船
か
ら
調

査
船
に
対
し
て
、
領
海
外
へ
の
退
去
要
求
を
行
う
と
と
も
に
、
我
が
国
の
同
意
の
な
い
調
査
活
動
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
の
警

告
を
行
っ
た
。

ま
た
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
海
上
保
安
庁
か
ら
関
係
省
庁
に
対
し
迅
速
に
情
報
提

供
を
行
っ
た
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
、
御
指
摘
の
調
査
船
に
関
し
て
、
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
対
し
最
初
に
抗
議
を
行

っ
た
の
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
八
日
午
前
十
一
時
頃
で
あ
る
。

一



四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
抗
議
を
行
っ
た
の
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
八
日
午
後
一
時
四
十
分
頃
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
抗
議
に
対
し
、
崔
天
凱
駐
日
中
華
人
民
共
和
国
大
使
か
ら
は
、
す
ぐ
に
本
国
に
連
絡
す
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

六
に
つ
い
て

巡
視
船
か
ら
御
指
摘
の
調
査
船
に
対
し
て
、
領
海
外
へ
の
退
去
要
求
及
び
我
が
国
の
同
意
の
な
い
調
査
活
動
は
認
め
ら
れ

な
い
旨
の
警
告
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
調
査
船
が
、
我
が
国
か
ら
の
即
時
退
去
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
国
領
海
に
お
い
て
長
時
間
に
わ
た
り
航

行
し
て
い
た
目
的
は
不
明
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
対
し
、
強
く
抗
議
を
行
っ
た
。

二


